
若竹保育園 
アプローチカリキュラムの 

取組について 

＜若竹保育園＞園長、副園長、主任、年長組担任 

＜若松小学校＞根本茂樹校長先生、１年生担任 

＜コーディネーター＞ 砂上史子 先生（千葉大学准教授） 

        ＜千葉市、幼保支援課＞鈴木規宏担当課長、宇野貴博主査 



１．園内研修                                     
（指針の勉強会、月案の見直しｅｔｃ．） 

       

２．小学校との交流（複数回の交流） 

 

３．月案の作成（「１０の姿」の記載など） 

若竹保育園のアプローチカリキュラム
作成で取り組んだこと 



次年度計画の作成 

若竹保育園の次年度に向けたスケジュール 図１ 

小学校１年生担任・年長組担任その他の情報交換 
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子どもが遊び込むこと 

 

 『自分も人も大切に出来る子どもに』 

若竹保育園が大切にしたい子どもの姿 



１．園内研修で取り組んだこと（動画研修） 



１．園内研修で取り組んだこと（動画研修） 



１．園内研修で取り組んだこと（動画研修） 



１．園内研修で取り組んだこと（動画研修） 



１．園内研修で取り組んだこと（動画研修） 

Ｓちゃん 

Ｙちゃん 

Ｔちゃん 



人に対する信頼感を持っている 

 

 

安心して自分を発揮できる 

 

 

 10の姿、生きる力の基礎 

（知識・技能、思考力・判断力、学びに向かう
力・人間性） 





１．園内研修で取り組んだこと（月案見直し） 

A 

Ｂ 



Ａ． 

水遊びを通して、年下のクラスとの関わりが増え一
緒に遊んだり困っている子を見て助けようとする。 

Ｂ． 

「友達と一緒に水や色水、泥や砂に触れ 、やり取
りをしながら水遊びを楽しむ」 

 

１．園内研修で取り組んだこと（月案見直し） 

「今月の子どもの姿（現：内容）」欄の記載のしかたによって（例えば、ＡとＢの記
載順を入れ替える）、子どもが遊びを楽しむことを第一にしていることが保育
者通しで共有しやすくなる」 



１．園内研修（指針の勉強会、月案の見直し、ｅｔｃ．） 

 

２．小学校との交流（複数回の交流） 

 

若竹保育園のアプローチカリキュラム
作成で取り組んだこと 



・７月校長先生との話し合い 

 

・９月園と学校との発行文書の交換 

 

・第１回小学校訪問 

 １１月１日 １年３組の授業参加 

 

・第２回小学校訪問 

 １２月１４日 小学生と遊ぶ・授業見学 

２．小学校との交流 
 



７月、校長先生との話し合い 

  ・大切なのは、読み書き計算などの就学準備ではなく、    

   「やってみたい」という気持ちを育てることが大切。 

  ・児童が困っている時に、「困っている」と言えるような 

   心が育っているかが大切。 

  ・１回の交流で終わらせず、継続的な交流をする。 

【内容】 

  ・小学校との発行文書の交換、掲示 

  ・複数回の交流 

２．小学校との交流 
 



第１回 小学校訪問 

２．小学校との交流 
 

目  標 ： 小学校を体験する（慣れ親しむ） 

日  時 ： 平成２９年１１月１日（水） 

場  所 ： 若松小学校校庭 

授業内容： １年３組 「生活科の時間」 

スケジュール： 

    ９：５５保育園出発 → １０：２０小学校到着 

    １０：３５授業開始 → １１：１５授業終了～遊び、トイレ 

    １１：５０小学校出発 → １２：２０保育園到着 

     



第１回 小学校訪問 
２．小学校との交流 

 



第１回 小学校訪問 

２．小学校との交流 
 



第２回 小学校訪問 
２．小学校との交流 

目  的 ： ・小学生と遊ぶ ・授業を見学する 

日  時 ： 平成２９年１２月１５日（金） 

場  所 ： 若松小学校体育館、１年生各クラス 

授業内容： 毎年恒例の交流会。小学生が手作りしたおもちゃ 

        などで遊ぶ 

スケジュール： 

    １０：００ 保育園出発 → １０：３０小学校到着 

    １０：４０ 小学１年生と交流会 

         ・みんなで「さんぽ」の合唱  ・いろいろな遊びで遊ぶ 

    １１：２５ 授業見学 

    １１：４０ 小学校出発 → １２：００ 保育園到着 

     



第２回 小学校訪問 
２．小学校との交流 



第２回 小学校訪問 
２．小学校との交流 



第２回 小学校訪問 
２．小学校との交流 



＜小学校ではどんなことをしていたかな？＞ 
         

 ・勉強（足し算、引き算、書き方）  

 ・年下の子にやさしくおしえてくれた 

 ・工作していた   

 ・走ったり、運動をしていた     
             

第２回 小学校訪問 
２．小学校との交流 



＜小学校にはどんなものがあったかな？＞ 

  

 ・黒板 ・机 ・椅子 ・テレビ ・ノート  

 ・筆箱 ・ランドセル 

 ・昔の道具、写真（廊下にあった）  

 ・バット ・上履き 

第２回 小学校訪問 
２．小学校との交流 



＜みんなが小学生になったら？（なにをする？）＞ 

 ・お勉強  

 ・ランドセルを背負って小学校まで歩く  

 ・運動をする 

 ・工作  

 ・給食を食べる（当番もある）  

 ・掃除 

 

第２回 小学校訪問 
２．小学校との交流 



＜かっこいい小学生になるためのポイント＞ 
  
 ・ハンカチをもってくる  
 ・名札を自分でつける  
 ・シール帳を貼る 
 ・リュックを自分で（園まで）背負ってくる  
 ・自分でお箸セットを準備する 
 ・お当番  
 ・前の日に持っていくものを準備する  
 ・はみがき 

 

第２回 小学校訪問 
２．小学校との交流 



第３回 小学校訪問 
２．小学校との交流 

目  標 ： 子どもの小学校でやってみたいことを行う 

日  時 ： 平成３０年２月 （調整中） 

場  所 ：  

内  容 ： 事前に交流として何をしたいかを園児に聞き、 

        目的を持って参加してみる 

スケジュール：  （未定） 

     

（砂上先生からのアドバイス） 
前回、小学校側が歌を歌ってくれており、今度は保育園側から歌を披露する機会
もあると、子ども達もまた一段とやる気になるのでは。 





１．園内研修（指針の勉強会、月案の見直し、ｅｔｃ．） 

 

２．小学校との交流（複数回の交流） 

 

３．月案の作成（「１０の姿」の記載など） 

   資料参考 

若竹保育園のアプローチカリキュラム
作成で取り組んだこと 





遊びは学び 
」 「種あつめ」 



遊びは学び 
「鬼ごっこ、サッカー」 



「鬼ごっこ、サッカー」 

遊びは学び 





劇あそび 

遊びは学び 



劇あそび 

 1月１１日「シンデレラ」フィナーレの様子 

遊びは学び 



ＡＣを下にした小学校との継続的関わりや、
考え方の長期的共有 
・校長先生や担任の先生が変わっても、交流の継続や、考
え方が長期的に共有できるような体系つくりが大切 

 

保護者への理解 
・「１０の姿」は到達目標ではなく、保育者が配慮すること 

・（保護者の）就学に向けての心構え 

・子どもの就学プレッシャーの軽減 

 

 

 

今後の課題 



・遊びへの心情、意欲、態度は、 

 遊び（学び）が繋がって育てられている 

・必要なのは安心できる環境の中で、遊び込ん
だり、友だちとぶつかりあうなど、子どもが自分
を発揮できる環境を保育者が保証すること。 

おわりに 

アプローチカリキュラム作成に取り組み、気付いた事 

・「１０の姿」は、子どもが遊び込むために必要
な道具になる 



ご静聴ありがとうございました 


